
第５回スマートウェルネス研究会開催のご案内

【日 時】 ２０１４年７月２９日（火） 13:30～15:30
【場 所】 ナレッジキャピタル カンファレンスルーム Ｃ－０５

（大阪市北区大深町３－１ グランフロント大阪 タワーＣ ８階）

【参加費】
会員・・・・・・無料 ／ 非会員・・・・・・・・お一人様：１,０００円

定員：３０名

日本は、諸外国に例をみないスピードで高齢化が進行しています。特に、団塊の世代（約８００万人）
が７５歳以上となる２０２５年以降は、国民の医療や介護の需要が、さらに増加することが見込まれてい
ます。

このため、厚生労働省においては、２０２５年を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的
のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、
地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推進しています。

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体
的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地
域包括ケアシステムの構築が重要です。

この地域包括ケアシステム時代においては、医療・介護・健康サービス提供において、医療機関を中心
に、関連産業・周辺産業が密接に連携したサービスモデルの構築が求められます。

今回セミナーでは、地域包括ケアシステムに関する知識を学ぶとともに、新たな産学病院連携ビジネス
の可能性を探ります。

■主催
スマートウェルネス研究会

■共催
公益財団法人都市活力研究所

（注）定員になりしだい締め切らせていただきます。
なお、定員オーバーの場合、会員企業さま優先
となりますので、あらかじめご了承下さい。

■研究会プログラム
（13:30～13:45） 事務局より ～諸連絡およびご報告～

（13:45～14:30）

「地域包括ケアシステムと２０２５年に向けた医療・介護連携のビジネスチャンス」
石井 富美 （淀川キリスト教病院 企画部 部長）

（14:30～14:45）

「地域連携の事例紹介：東淀川区こぶしネット」
向井 秀一 （淀川キリスト教病院 理事長補佐／附属うめきたクリニック 院長）

（14:45～15:30）

「地域包括ケア支援システムとＩＣＴ活用」
光城 元博 （株式会社日立メディコ 事業企画本部 情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ本部 社外連携室 課長）

～地域包括ケアにおける産学病院連携の新たな“ビジネスモデル” を探る～


